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ろ、イギリスや中国にいわゆる「イレギュラー庭園」
があったわけではない。つまり、フランス人が実際
の庭園技術に基づいて議論をしていたわけではな
く、フランスにおける異国趣味がイレギュラー庭園
とイギリスや中国という国名を結びつけていたと
いうのが本当のところだろう。 
ただし、イレギュラー庭園に関する議論が１８世
紀フランスにおいて盛んになったのは事実である。
この種の文章は多数残っているが、有名なものとし
てジャン＝ジャック・ルソーの『新エロイーズ』
（1756-1758）の中の描写が挙げられるだろう。自
然の背後にある幾何学的な理路整然とした世界で
はなく、目の前のイレギュラーな自然の事物に重き
をおく議論である。 
このような新しい流れには＜崇高＞の発見が大
きく作用していると言えるだろう。アルプスの山々
の壮大な風景を目にした時、ヨーロッパの人々はそ
れまでの＜美＞の定義では説明のできないえも言
われぬ感動を＜崇高＞という言葉で表したのであ
る。前述のように＜美＞とは幾何学的で理路整然と
した形象に与えられる形容である。対して、自然の
風物が醸し出すイレギュラーな形象はこの＜美＞
の定義には当てはまらなかったのだ。となれば、こ
の＜崇高＞の発見と新たなる庭園造形に関係のあ
ることが推測される。 
 
８．まとめ 
 
日本人は自然が織りなすイレギュラーな線描に
よってなされる風景を美しいと感じる文化に生き
ている。この美的感覚は「花鳥風月」という言葉に
象徴されていると言って良いだろう。対して、西洋
ではヴェルサイユ宮に代表される対称的＝シンメ
トリーで幾何学的な形象を美のモデルとして扱う
文化がある。しかしそれは多くの日本人が考えるよ
うに、単なる理性主義の発露というわけではなく、
キリスト教思想をベースにプラトンを中心とした
古代ギリシア思想を解釈する中で醸成された神秘
主義思想の反映でもあったことが確認できたよう
に思う。 
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１．はじめに 
 
現在，中学校技術において現行学習指導要領では，
４つの分野（技術）をすべて学ばせることとなって
いる。その技術は，「材料と加工に関する技術」，「エ
ネルギーの変換に関する技術」，「生物育成に関する
技術」，「情報に関する技術」である。授業時間数は，
中学１年生が３５時間，中学２年生が３５時間，中
学３年生は１７．５時間となり，４つの分野を均等
に学ばせると１つの技術がおよそ２２時間となる。
旧学習指導要領では，「技術とものづくり」，「情報
とコンピュータ」の２分野しかなかった。また，各
分野において必修項目と選択項目を設定していた
ため，その授業内容が授業担当者に委ねられていた。 
現行学習指導要領で技術分野の目標に掲げられ
ている「ものづくりなどの実践的・体験的な学習活
動を通して，材料と加工，エネルギー変換，生物育
成及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び技術
を習得するとともに，技術と社会や環境とのかかわ
りについて理解を深め，技術を適切に評価し活用す
る能力と態度を育てる。」という文言を見失わずに
１分野２２時間という限られた時間の中でいかに
効率よく関連性を持たせ効果的に学びの時間を作
る授業を展開させるかが重要となってくる。 
 
２．効率的な学び 
 
昨今，授業法に関して協働的な学びが進められて
いる。例えば，アクティブラーニングという授業法
である。アクティブラーニングの定義として，文部
科学省は，「教員による一方向的な講義形式の教育
とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取り
入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修
することによって，認知的，倫理的，社会的能力，
教養，知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る。
発見学習，問題解決学習，体験学習，調査学習等が
含まれるが，教室内でのグループ・ディスカッショ
ン，ディベート，グループ・ワーク等も有効なアク
ティブ・ラーニングの方法である」としている。 
ただ，アクティブラーニングは，大変優れている
が完全な授業法ではない，授業を受ける生徒の学び
の質に差が生じてしまうことである。例えば，グル
ープ・ディスカッション，ディベート，グループ・
ワークなど積極的に参加する生徒とそうでない生
徒では，学習に効果の差が生じてしまう。主体的に
授業を受ける生徒とそうではない生徒ということ
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である。コミュニケーションを取ることが不得意な
生徒にとっては，不安を抱えることになる。また，
限られた時間の中で効果的にタクトを振る技術を
教える側が持ち合わせていないとより学習効果に
差が生じてしまう。 
この問題点を解決するのに，効果を発揮できるの
が反転学習である。説明のための動画を事前に視聴
し，授業では，理解の促進や定着を図るために演習
課題や発展的な学習内容を扱う授業の形態である。
その他にも，授業ツールとして ICT の活用，ピュ
アレビューの活用をする。 
 
３．めざす学びの質 
 
 では，めざす学びの質とは何か。これは，京都大
学の石井英真氏が言っている，めざす学力・学習の
質（教育目標の認知レベル）の明確化として，「知
っている・できる（知識の獲得と定着）」から「わ
かる（知識の意味理解と洗練）」，「使える（知識の
有意味な使用と創造）」とする。 
 
４．事前理解 
 
授業を組み立てる前に授業の主役となる生徒を
理解する必要がある。小学校の図工で多少の工具を
使っているが，正しい使い方を理解してきている生
徒は少ない。両刃のこぎりによる木材の切断経験を
生徒に聞いてみたところ３割程度と低かった。また，
小学校の図工の時間に作品が完成しなかったこと
があるか生徒に聞いてみたところ６割程度と高か
った。木材加工に関して，得意不得意ではなく，こ
こで，考えられることは問題が起こっていても（問
題が起こっていることに気づかないまま）そのまま
作品を製作し続けてしまっているということ。 
この問題は，グループでの共同作業，グループで
の話し合い，グループ間での点検発表などのアクテ
ィブラーニングを取り入れ，課題解決していく。ま
た，事前計画を立てる際に，立てた計画を他のグル
ープにピュアレビュ （ー気づいたことや感じたこと
に赤色や緑色でコメントをしてもらい，最後に自分
で青色で修正する）してもらい，計画を完成させる。
このことにより初めの計画にミスが少なくなる。 
生物栽培に関しては，小学校低学年からアサガオ
や枝豆など栽培してきているため水やりなどの管
理を怠らなければ問題はない。情報に関する技術に
関しては，小学校でコンピュータ（タブレット端末
含む）を学んできたという生徒とあまり学んでこな
かったという生徒に格差がある。また，自宅でのコ
ンピュータ使用する環境によっても異なってくる。
学習指導要領では，小学校の段階で，コンピュータ
の基本操作ができるとなっている。「各教科等の指
導に当たっては，児童がコンピュータや情報通信ネ
ットワークなどの情報手段に慣れ親しみ，コンピュ
ータで文字を入力するなどの基本的な操作や情報
モラルを身に付け，適切に活用できるようにするた
めの学習活動を充実する」だが，現状は先に述べた
通りである。 
 
５．授業デザイン 
 
使う授業法が決まると次に出てくるのが授業デ
ザインである。ここでは，先に述べた授業法を活用
し，木材加工（材料と加工に関する技術）と生物栽
培（生物育成に関する技術），ICT の活用（情報に
関する技術）を効率よく関連性を持たせ効果的な学
びの時間を作る授業を提案したい。授業の全体図は，
中学校１年生で木材加工を製作し，その作品を中学
校２年生の生物栽培で活用するという流れとする。 
 
【中学１年】 
 間伐杉材プランター製作  （木材加工） 
【中学２年】 
 間伐杉材プランターを活用した生物育成 
（生物栽培） 
 
中学１年生では，間伐杉材を使ったプランターを
製作していく。工程として「けがき」「切断」「部品
加工」「組み立て」「仕上げ」となる。各工程は，従
来であれば授業時間内に授業担当者が授業時間内
に説明するという時間が含まれる。効率よく効果的
にというものを意識して使えるのが ICT 活用であ
る。（生徒は，一人一台のタブレット端末を持って
いる。）費用面も考慮し活用するのが Office365 で
ある。この Office365 のアカウントを生徒に配布し
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 間伐杉材プランター製作  （木材加工） 
【中学２年】 
 間伐杉材プランターを活用した生物育成 
（生物栽培） 
 
中学１年生では，間伐杉材を使ったプランターを
製作していく。工程として「けがき」「切断」「部品
加工」「組み立て」「仕上げ」となる。各工程は，従
来であれば授業時間内に授業担当者が授業時間内
に説明するという時間が含まれる。効率よく効果的
にというものを意識して使えるのが ICT 活用であ
る。（生徒は，一人一台のタブレット端末を持って
いる。）費用面も考慮し活用するのが Office365 で
ある。この Office365 のアカウントを生徒に配布し
ておけば，メール，ストレージ，Word，Excel，
PowerPoint，skype，生徒間同士で簡単に共同作業
できる OneNote，また，サイトを作成したり，動
画を分かりやすく保存できたりする。 
ここでは，反転授業を取り入れ，授業担当者が事
前に説明動画を作成し，Office365 上にアップして
おく。生徒が授業前にアップされている動画を予習
として見てくる。わからなければ Office365 のニュ
ースフィードやメール，直接，授業担当者に質問し
てくる。このことで毎回の授業で各工程の説明時間
を減らすことができる。授業時は，授業担当者が全
体の前で手本を見せることで予習してきた知識「知
っている」から「わかる」とさせる。この際に，各
班の代表者が手本をタブレットで動画撮影を行い，
この動画撮影したものを各班で見ながら作業をし
ていく。うまく撮影できていないことも考えられる
ので授業担当者のタブレットでも Office365 上に
アップしてある動画を教室前方のスクリーンに映
像を流しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，ICT の活用として日々の授業の作業工程や
注意点，使用工具，振り返りなどを Word にて記録
させておく。この記録は，作品が完成した後にレポ
ートを提出し，プレゼンテーション発表する際の素
材として活用する。この２つを取り入れることで，
「わかる」から「使える」というものに学力・学習
の質が向上する。効率よく効果的に学べるだけでな
く，「加工に関する技術」分野と「情報に関する技
術」分野の関連性を持たせることができる。 
各工程は，班員全員がクリアしていないと次に進
めないというルールを作ることで個人ではなく各
班で全員の作品を作るという意識を持たせる。１つ
１つの工程を班内でチェックし，注意点や問題点な
どを話し合う。その後，グループ間で自分たちの注
意点や問題点などの意見交換を行う。意見交換の時
間を授業中に取れない場合は，ICT を活用し，
Office365 上のニュースフィードなどを活用する。 
（LINE など使ってもよいかもしれない。） 
中学２年生では，間伐杉材プランターを活用した
生物育成。中学１年生で製作した間伐杉材プランタ
ーを活用し，ミニトマトを育成する。 
各工程（作業）内容は，当然異なるが ICT の活
用や授業の進め方などは同じである。ここでの作業
は，「定植」「誘引」「摘芽」「収穫」となる。木材加
工と異なることは，生物栽培の場合，毎回の授業で
作業する内容はあまり多くない。また，次の週まで
に大きな変化（成長）がないことがある。このこと
を活かし，グループディスカッションやディベート
などを行うことができる。例えば，中学校の生物栽
培は小学校の生物栽培と異なり，ただ成長させれば
よいというものではない。生物の育成する目的を考
え，生物の育成に適する条件や環境を整え，成長す
る方法を考え，トマトであればより品質の良いもの
を収穫する必要がある。そのために，事前の育成準
備・計画する際に，グループディスカッションして，
グループ間でピュアレビューする。「生物育成に関
する技術」分野と「情報に関する技術」分野の関連
性を持たせるためにブログなど取り入れることが
できる。 
 
６．おわりに 
 
多くの課題はあるが，ICT やアクティブラーニン
グという新しい授業法などを活用することで技術
においては，効率よく関連性を持たせ効果的に学び
の時間を作る授業を行うことができる。また，めざ
す学びの質として，「使える」というところまで到
達できる。このことからシナジー効果が得られたと
言っても過言ではない。この授業をさらに進化させ
るためには，生徒間でのプレゼンテーション評価に
ルーブリック評価を取り入れる，アクションラーニ
ングや VTS（visual thinking strategy）を取り入
れるなど方法は多く残されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Office365の動画サイト画像 
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